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S児 の 遊戯治 療 過程
ちえ遅れで自問的な子どもの場合
丹下庄
The Proα出SSof Play Therapy with Case S....， 
an Autistic， MentaIly Retarded Girl 
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序
最近，児童相談において，子どもの言語の遅滞を訴え
て来談する殺が比較的!C多い。一口に言語の遅滞といっ
ても，いろいろな条件が影響を及ぼしている。すなわち
「言奨は複合的な働きであり，その上述は，脳のある領
滋，聴力器官，構音と発声の器官，知能，理解カ，リズ
ム応答性，象徴化などに影響を与える感情的な要索など
の総合にかかっている。乙れらのうちのど乙かが障害を
うけると，言語の遅滞となってあらわれるj引わけであ
る。また親の態度も大きな役割を果しており，McCar-
thyも指摘しているように，r非器質的な 言語障害を示
している子どもは，家族関係に問題があり，それがいろ
いろな形で適応不全症状を伴う ζ とが多く，子どもたち
の感情を不安定にする乱れた家族関係、をもっていると思
われるJ2l。
乙の非器質的な情緒陣容によると思われる言語遅滞児
についての，心理療法の経験はすでに発表した8l。
本報告は，言語遅滞を主訴として来談した，ちえ遅れ
でしかも自倒的な傾向を示す子どもにたいして，遊戯療
法を適用し，その治療過程を，とくに本児の2・語行動の
発達iζ焦点をあてたものである。
事例
主訴言語の遅滞 1970年6月22日再度受付(19倒年
4月間じ主訴で来談したが，妹が乳児のため2田の面接
で中断)。
S児は1965年12月7日生，女児。出産時は普通で，出
生時体重3，5009，両親年齢，父30歳， 母29歳。始歩1
年5月。家族構成(受付H寺)，両親，妹 (3歳)，弟(1
歳入
問題の概要 母が本児{cいろいろ話しかけても，理解
( 9 ) 
できない乙とが多い。単語は若干言うととはできる。
1970年4月よりA保育箇へ入国したが，集団活動IC入ろ
うとせず，自分勝手な行動が多い。先生が本児の名前を
呼んでも返事をしようとしない。保育室をぬけ出し邸内
を俳御することが頻繁である。ときどき奇声を発し，友
だちもない。未経験の新しい場面IC恐れを示す。知能テ
ストの施行は不可能である。本児の行動を観察した結果
ちえ遅れで自閉的な傾向を示している子ども*と恩われ
た。遊戯療法を適用し，治療者と子どもとの相互作用を
通じて，本児の対人関係の改善，精神的成長の促進をは
かるとともに，本児の言語行動の発達を促そうとした。
目的
ちえ遅れで自閉的傾向をもっS児の遊戯治療過程にお
いて，本児の言語行動を分析し，その心理治療的接近が
本児の言nt行動IC及lます効果を検討する。
方法
I 治療者
丹下庄一，遊戯療法の原則にしたがって，本児に働き
かけていくが，本児の表明する明確でない発話にたいし
ても，できるだけ， rうんJ，rはい」と応答する。治療
者iζ聞きとれた，本児の比較的に明際な発話にたいして
は，それを反復して応答する。
E 菌築時間
35分間(週1回を原則とする)。
E 分析資料
1970年11月7日 (本児の年齢4歳11月)から1972年2
月26日 (6歳2月)までの35固にわたる遊戯治療場面を
本市立小児保健センターで2週間に1回投薬をうけて
いる。脳波検査の結果，言語中枢IC異常ありとの乙と。
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表-1 分
E E W V 
函接回数 ② ③ @ ③ ⑬ 
1970 1971 
面接年月日 11.28 12. 5 1. 30 2. 6 目 3.13
テープ録音した資料の中から，適当に12の面接録音テー
プを選定する(表-1多照)。 いずれの面接録音テープ
も，遊戯治療開始から15分間を標本としてとり出し，そ
の逐語記録をとる。乙の理由は治療開始の露関からであ
れば，時間も正確に15分間測定する乙とができるし，そ
の回の本児の気分・状態が比較的そのまま現われると考
えたためである。
lV .理方法
本児の発話について，構成径数による分類，発話の意
味，本児の発話の特徴を検討し，治療者と本児の相互作
用を通じて展開される治療過程を考察する。
結果と考察
I 治療経過
第1図面接 (1970年1月7日)から第6回面接(1971
年1月16日)まで，本児は遊戯治療室へ1人で入るとと
IC:.恐れと不安を示したため，母も同室した。乙れは未
知の場面にたいして恐れを示す本児の傾向のあらわれで
あると恩われる。しかし，第7図面接 (1971年1月23日
)から母子分緩が可能となった。母が同室している悶の
治療室における本児は，遊びながらも，しばしば母の方
表-2 発話の長さ別の発話数と比皐
盆
析
VI 
⑬ 
3.20 
学
f1 料
'1 酒 K E XI XI 
⑬ @ @ @ @ @ 
1972 
5.22 5.29 11.6 1.29 2. 5 2.19 
を見るととがあった。乙れは本児の遊びにたいして，母
がどのような態度を示しているかをうかがおうとしてい
るかのようにみえた。母は同室していても，微笑を含ん
だ一定の態度で椅子IC::坐っていたのであるが，本児の様
子から察すると，本児の行動iζ干渉しがちな，家庭にお
ける母の態度を示唆しているように恩われる。本児と治
療者との関係が親密になるとともに，第7回面接から，
母親の同伴がなくても，治療者が同室する乙とにより，
安心して1人で治療室へ入れるようになった。ζの母子
分"は，治療者が予想しているよりも早い時期lζ実現し
た。
1 申書成爾数による分類
遊戯治療場面における本児の発話を.J/t;発話のみに限
定してとり出し，その構成語数lとより分類したのが表-
2である。分類にあたっては，村悶3)引を重S;号・とした。
分析資料No.r (以下他 1.トhlというように略す)
発話数はわずか2である。治it者iζ聞きとれた本児の
発話は.rエー トJ.rハイ」であり， とれはいずれも電
話器を通じての治自医者とのかかわりあいにおいて，表現
されたものである。そのほか，ひとりどと的な発話は若
干みられた (正確には6)が，いずれも明瞭ではなかっ
( )内は発語数 その下の数字は比率(%)告示す
針
1 宅伺五ロ (2) (2) (4) (26) (6) (8) (11) (10) (12) (17) (21) ( 8) (127) 100 50 80 90 67 73 85 71 44 50 42 26 56 
2 語 (2) (1) (2) (3) (2) (2) (3) (14) (8) (14) 50 20 7 33 18 15 21 52 24 28 
(14) (65) 
45 28 
3 語
( 1) (1) (1) (5) (10) 
3 7 4 15 20 
( 7) (25) 
23 11 
4 語
( 1) (4) (3) 
9 12 6 
( 2) (10) 
7 4 
5 務
6 を'E悶 ( 2) I (2) 4 I 1 
計 |(2) (4) (5) 側 (9)ωωωmωω)ω I (229) 
( 10 ) 
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かえ，発話の長さの増大となってくるのではあるまい
か。また， 治療者の言葉をまねて，iエレク トー ン」と
明瞭にいう。
No. ¥i
2語の例は「コワイ コワイjの同諮反復と「トレタ
トレタワJであるが，前回ICつづいて模倣がみられ，
「卵を抱いた象さんj(紙芝居の題名)という治療者の発
話にたいし，iタマカ ワイタ ゾウ サン」と はっき
りではないが，本児の発話があり，乙れを4語とした。
1語発話の数は8である。
No. " 
Z語として「ピアノ オルガンj，rサンリンシャ サ
ンリンシャj(問答反復)がみられた。 1語の発話数は
11である。
No. V彊
2語の例としては，rゴハン センタクj，iチヨット
アケテj，rオオキナ オミズ」であり，iパイナップ
ルバイナップルパイナップルjと閑語反復ではある
が3語連語とした。1怒発話数は10。
トhlVは例外であるが，ぬIからぬ彊にいたるまで，次
第に各回の臭発話総数は漸増の傾向ICある。
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た。本児はピアノをひく乙とを好み，1回だけではある
が，ピアノにあわせて，リズムのある，歌のようなもの
を口ずさんだ。
No. 1 
H吾発話と2語発話がいずれも2ずつみられる。電話
の受話~5を手にして「モシモシ」と治療者に呼びかけ，
室内にある3輪車を見て， rジテンシャjと命名する。
以上が1語で， 2語としては，rデンシャ パス」の命
名と同語反復であるが，rトレタ トレタj(受話器のコ
ードがはずれたのを見て)である。
No. 1 
2語発話iζ 「アッ オチJりがみられ，1誘発話は，
「ココj，rサクランボj(サクラクレヨンの箱を見て)， 
「アケテj，rコレ」である。
No. lV 
今回は発話数の摺加が著しくみられたが，その9096は
1語である。2語の例は. rアー コレ」と「ベンキョ
ウ チュウjであり， rイチニイ サンjと数字を述
呼したのを3語とした。1語の司王例とその頻度は表ー3
に示したとおりである。
No. IX
飛躍的な2語発話の増大がみられた。乙の段階!となっ
てくると，治療者への働きかけとしての発話よりも，治
療室で遊びを展開しながら，それに夢中になって出てく
る発話が多いように恩われる。例えば，玩具のパスを手
で動かしながら，rキュウコウ パスj，rトウキョウ ユ
キj.rハイ ノリマスj.rソンデオリナサイj，rオリ
マシタ」 などである。「アメ ガ フッテモー」と歌う
ようにいったのを3Ri-とした。
分析資料No.1VのH否発話の事例と頻度
度|
表-3
皮
No. X 
逐語記録よりの抜粋を書いてみる。
S(本児): Sチャン ノ カパンダ(愛着があり，
いつも手にする手提鞄を見て)
T (治療者)それはSちゃんの胞やね
S:ハイ パパ ポーリング(ポ リー ングの遊具で遊
ぼうとして〕
T:折角並べたのにやり直し(ボーリング遊びをする
ために，ピンを並べたが，それが何かのはずみに倒れた
ので)
S:ヤリナオシ
T:球どおした?(ボーリングの球が見えなくなった
ので本児にたずねる)
S:アJレ コレ(球を指す)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ヨ イショ
サヨウナラ
トレタ
モシモシ
アケタロ
ベンキ ョウ
ワ ン ワン
ピアノ
サクランポ
トレ Jレ
オヒゲ
イレテ
アリガト
頒伊j
? ?
頻
??
??
》
??
?
?
??
，??
?
??
??
?
，???
??
??アケテ
コワイ
オシッコ
テレビ
ベッド
カスタネット
ジテンシ ャ
アケタ
ココ
コレ
オイ
タスケテ
ドレミ
10J 
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No. V 
治療室内においであるエレクトーンのふたをあけよう
とするが，鍵がかかっているため，今回はあかない。本
児はエレクトーンのふたを何とか治療者にあけてもらお
うとして，rアケテ クダサイJ，iアケテ ミテ」の2語
が「アケテ」の1語を頻度多く発語したあとで出てきた。
乙れによって，ヌド児の妥求の強さがわかるとともに，強
い要求をもつことにより，要求逮成のために言語のいい
-162一 児
S:パパ コレ オレタ(ポーリングのどンが，球を
投げる前IC倒れたのを見て〉
T:1街角並べたのになあ
T:Sちゃん鼻かもうか(本児の鼻の穴がつまって
いるのをみて)
S:ハナクソ ヤーイ
T:乙っちへいらっしゃい
S:ハイ
S:ハナクソガデテキタ
T:山てきたね
S:ハナク ソ ホ イー
2 ~否発話のみならず. 3語，4語の発話も増加してき
て，治療者と本児との問1(，意思の通いあうのがみられ
るようになる。
No. XI 
6籍の例としては，rウルトラマン ノ ジドウシャ
ウルトラ7 ン ノ ジドウシャj(問答反復)と「コレ
ボーリングノ オジギ ヲ シj(意味不明)があり
4d苔では，rボーリングノ マリ アレヘンj，rパパ
セッカク トレテ キタJがみられ， 3語ICrハーイ
バパアケテj，rアンデルセン ノ カミシパイ」など
があげられる。今回lま1!ftの発話も多く， SS発話数は50
である。
重 学
No. XI 
4語ICIま， rアレ ドコエイ ッチャ ッタ ?J， rト
レテ キタ トレテ キタj(同語反復)がみられ.3語
の中に「ポーリングダシテ ヨ」があり，rハイ パ
パj.rダイジョウプ ヨjなどが 2語として分類され
fこ。
語集の増加と述語発話の増大が，治療過程の進展とと
もにみられた。袋一21C示したように，ぬIからトbXlま
での異発話総数は，229であり，その中でも一番多いの
は，569ぢを占める 1語発話であり，次lζ289杉の2路発話
以下11%の3m" 4 %の4穏となっている。
2. J毛筋の意味内容
本児の発言きについて，村田51dlおよび飯高他uを多考
にして，対人発E吉(要求，拒否，よびかけ，応答，質問
あいさつ，模倣)と非対人発話(命名，状態，情動，意
図，感覚，録音， !卦け声，感嘆，その他〕とに分けてみ
た(表-4参照)。治療過程との関速において，顕著な
傾向はみられないが，質問の項目のみが食初の段階では
全然あらわれていないのに，トblX以後からみられるよう
になっている。乙れは外界を単iζ知覚するのみでなく，
その意味を犯鑑しようとする段階lζ，本児が成長してき
ていると思われる。いわゆる質問期lζ入ってきているわ
けである。
表-4 宛話の意味内容
分析No資.料 E E W V VI VI ¥1 IX X XI XI 
発話路数 1 11 211 211 2 311 211 2 411 211 2 3 123 1 234 1 234 6 1 234 
要 求 2 3 1 213 4 1 2 321 4 3 4 3 133 
対拒 否 1 1 1 2 1 
人 よびかげ 1 1 l 1 3 221 1 3 
応答 1 1 1 1 1 1 1 1 2 
発質問 1 1 1 1 1 
話 あいさつ 1 
校 倣 1 1 1 
命 名 1 111 6 1 2 2 2 5 5 2 1 212 2 3 111 2 1 
非 状 悠 1 113 1 2 1 3 1 1 1 121 1 1 
|内 動 1 1 
対 ~ 図 1 1 1 2 3 1 1 1 1 2 
人 感 党 1 1 1 
~ 接軍
ヨ国民 1 2 
t益け声 1 3 1 2 4 2 3 1 4 1 
務 感 E集 2 1 1 1 1 
その他 6 1 111 1 3 1 13 1 211 1 2 3 
|2 12 214 1ド62 116 318 2 111 210 3 11ロ14117 8 5 4 t114 10 3 218 14 7 2 
( 1Z ) 
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3.本児の発信の特徴
本児が気に入っていると恩われる言葉は，繰返し発話
される傾向がみられる(表ー3参照)。 それも現前の事
態と関係なく発話される場合が多く，ひとりごと的に発
話して， 言業を楽しんでいるようにも恩われた。意味が
理解できるものもあるが，了解できにくい，明瞭さをよ1(
く場合が多かった。しかし，治療過程がすすむにつれて
了解できに くいものも記録可能な明瞭さを潟大してきて
いる。 村岡わ が l歳児Kの言-語行動の発達について，i 
統語形式が未発途な段階においては，連語発話が単なる
発声遊戯iζしかすぎない乙ともあり，また同語の反復や
諸語のモザイク的羅列も少なくない。Kの場合，6語や
7語をふくむ連語のほとんどがζれらの裂に属している
jと述べている。それと全く同じ乙とが本児の場合にも
あてはまるといえる。
本児はぬ苅において，iコツンナサイjといいながら
ボ リー ングのピンを倒しており，乙の言葉の使い方は問
巡っているとうけとられるかもしれないが，木児の心の
やさしさをあらわしていると録者は考えている。
E 本児と治療者との関係
治療過程の進展とともに，両者の関係は親密さを加え
てきている。例えば，トbgにおいて，本児は治療室へ飴
を持容し，ロの中へ入れてしゃぶっていたが，治療者が
「何を食べているのかな，飴をしゃぶっているのかな?
」と本児へ問いかけたのにたいし， 手lともっていた飴を
2つ治療者へ渡してくれた。また，ぬXIとおいて，さき
に抜粋で紹介したように，本児は治療者iζ，rハイパバ
ポーリング」と呼びかける。さらに，以前であれば，治
療者が本児を呼んでも，なかなか傍へ来ない乙とが多か
ったのであるが，rsちゃん鼻かもうか」と誘い， r乙っ
ちへいらっしゃい」というと，rハイJと素直』ζ傍へ寄
って来て，よるをかませた。治療面接の開始前iζ，治療者
の姿を認めると，本児は走り寄って，治療者1::抱きつき
親愛の情を示すようになってきている。
本児の行動面をみていると，治療室での遊具の使い方
や遊びの内容については，ちえ遅れの子ども特有のもの
が認められるが，言語行動については，治療関係の深ま
りとともに，異発言き数や語集および述語発話の僧加とな
ってあらわれてきている。
なお， ζの事例は心理治療を現在も継続中であり， 今
後の経過については，機会をみて報告する予定である。
要 約
言語i遅滞の主訴で来談した，ちえ遅れで自院j的な傾向
をもっ4歳11月の女児にたいし，遊戯療法を行ない，そ
の治療経過を，本児の言語行動の発達!と焦点をしぼって
発話の長さや意味，発話の特徴を叙述し考察した。
35固にわたる遊戯療法の結果，本児の言語行動には発
述がみられた。すなわち，発話の長さにおいては，1語
発話のみならず，述語発話の増加がみられ，$，発話-数や
話集の増大がみられた。治療者と本児との治療関係がす
すむにつれ，親密さが深まり，両者の相互作用を通じて
言語行動の発迷が促進されたと息われる。
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Summary 
ln this report the play therapy is examined that has been applied to a menta11y retarded girl of autistic 
disposition， who was four years and eleven months old when her mother came to consult for fear of 
her retarded development of speech and language. Analysis and discussion of the therapeutic proc鈴 S
center upon her development of verbal behavior ---the length of utterances and their meanings， and 
general characteristics of those utterances. 
The therapeutic treatments， 35 times in a1， have resulted in a development of her language ski1s ; not 
only single-word utterances but utterances which contain two or more words have increased， and the 
v∞abulary and the variety of utterances， t∞， have shown a gradual increase. Frequent therapeutic 
treatment has brought in more and more personal relationship between the therapist and the girl， and 
this personal intimacy， in its tum， seems to have promoted the child's development in verbal behavior. 
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